

















成 4 年版，平成 8 年版等の教科書比較による地図の記載状況の比較を調査したものがある。
生活科創生期である平成元年版の小学校学習指導要領のもとで作成された平成 4 年版 12 社の生
活科の教科書と平成 8 年版 8 社の生活科の教科書の比較による検討結果としては次の点が指摘され
ている。
（1）床地図の様に大きなサイズの地図を共同で作成する活動を示唆するものが中心である。







─  小学校第2学年生活科を例として  ─
A Research about the Use of Maps in Elementary School Textbooks








Ⅱ -1　小学校教科書「生活」第 2 学年の地図の活用における記述
Ⅱ -1-1　調査対象
調査対象は，平成 20 年の小学校学習指導要領の改訂に基づき，平成 28 年度に採択されている平
























8 社のうち，床地図を掲載しているものは 6 社であった。その中で床地図としてのみ活用してい







































































































































8 社すべてにおいて，絵地図が 1 回以上掲載されていた。そのうち，5 社は，模造紙 1 ～ 2 枚大
の掲示用絵地図（床地図として作成し，掲示用地図としたものも含む）であった。また，1 社はグ














おいて，太陽と方位の関係に触れ，作成例の地図にも 4 方位を記入している。他の 1 社は，発展学
習として，教科書の欄外に東西南北を学校の校門（「東門」等）の呼び方と関連させたものを示し
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Ⅲ　本研究のまとめ
本研究は，低学年の地図指導の在り方を探るための基礎的な研究として，第 2 学年の児童が使用
する生活科の教科書における「床地図」「絵地図」の取扱いの状況について調査したものである。
調査を進める中で次の課題が明らかとなった。
第 1 に，生活科教科書・下巻における地図との出会いや地図の活用については，現行の検定教科
書 8 社の取扱いが異なっていることが明らかとなった。つまり，生活科の教科書をもとに授業を展
開した場合，低学年の間に繰り返し児童自身が地図を作成したり，活用したりした経験を持つ場合
と，一度も地図に触れないままで 2 年間を過ごす場合もあると推察される。
第 2 に，地図の作成手順や表現方法が具体的に示されている例もあるが，児童が地図に必要な要
素（目印になる建物等）を伝え合いの過程で考えたり，自他の作成した地図を実際に活用したりす
る具体的な体験の場が少ない。例えば，床地図は床に水平に置くことができるため，目印になる建
物等を立体で置いたり，地図上の道を実際に歩きながら確認したりすることが可能である。しかし，
壁面掲示用地図への転用も考慮して，歩くことのできない大きさや常掲できる平面的な地図にして
しまうことにより，低学年の児童にとっての床地図の良さを生かしていない場合もみられる。
第 3 に，教科書における地図の表現方法が，児童にとって理解しにくいものが見られた。教科書
に登場人物やキャラクターが地図を活用している場面をイラストで描くことは，児童が具体的に活
動をイメージする上で効果的である。しかし，描かれた地図の記載内容，人物の大きさを基準とし
た地図のサイズ，単元展開に伴う地図への表現内容の変化などが吟味されず，曖昧な提示があった。
教科書に示された絵地図や床地図は児童にとってはモデル作品であり，教師にとっても学習材や
授業づくりの資料としての意味をもつ。掲載にあたっては，地図という視点で吟味する必要がある。
おわりに
本研究においては，低学年における地図指導の在り方を考えるために，主に第 2 学年の児童が使
用すると思われる生活科教科書・下巻について，現行のすべての教科書の地図の取扱いの状況を調
査した。この結果をもとに，中学年社会科の前倒しではなく，低学年のこの時期に必要な地図との
出会い，活用について，生活科の教科特性を踏まえた年間計画・単元計画として考えていく必要が
ある。今回は，低学年と中学年の接続の観点から，第 2 学年に焦点を当てたが，幼児教育との学び
の繋がりにおいても，第 1 学年についての調査も必要である。生活科の指導経験の少ない教員も自
信を持って地図の活用を取り入れた授業づくりを行うことができるような低学年における地図指導
の在り方を提案していきたいと考えている。
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